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２
週
連
続
で
各
地
区
を
祭
り
一
色
に
染
め
た
金
田
、
神
崎
の
秋
祭
り
。

収
穫
を
控
え
た
稲
穂
が
そ
よ
ぐ
風
景
に
、
金こ

ん

色じ
き

の
山
笠
10
基
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

鳥
居
前
で
は
鬼
が
暴
れ
、
巫み

こ女
や
獅
子
、
稚ち

ご児
が
華
や
か
な
舞
を
披
露
。

人
々
の
身
も
心
も
熱
く
さ
せ
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
、
写
真
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。
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10
月
８
日
か
ら
２
日
間
、
神
崎

地
区
で「
飯い

ど

い

土
井
神
社
神
幸
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
地
区
で
山

笠
が
建
て
ら
れ
、
施
設
な
ど
を
訪

問
。
堂
々
と
し
た
練
り
回
し
を
披

露
し
て
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

神
崎
地
区
で
の
山
笠
奉
納
は

昭
和
35
年
に「
神
崎
二
」が
始
め
、

そ
の
後
４
地
区
に
定
着
し
ま
し
た

が
、
年
々
舁
き
手
が
減
っ
て
き
て

い
る
現
状
で
す
。
山
笠
の
重
さ
は

数
ト
ン
。
上
り
坂
な
ど
で
は
人
数

を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
地
区
を
越

え
て
助
け
合
う
様
子
が
見
ら
れ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
２
年
に

一
度
の
祭
り
を
謳お

う
か歌
し
ま
し
た
。

伝
統
の
舞
で
際
立
つ
祭
事

　

10
月
15
日
か
ら
２
日
間
行
わ
れ

た
金
田
地
区
の「
稲
荷
神
社
神
幸

祭
」。
神
社
の
例
大
祭
に
あ
わ
せ
、

無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
を
願
い
古

く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
祭
礼
で
す
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
初
日
午
後
、

各
地
区
で
村
回
り
を
終
え
た
６
基

の
山
笠
と
そ
ろ
い
の
法
被
に
身
を

包
ん
だ
舁
き
手
た
ち
が
鳥
居
前
に

集
結
。
勇
壮
な
山
笠
が
見
守
る
中
、

境
内
で
は
２
人
の
巫
女
に
よ
る
舞

に
続
き
、
金
田
一
区
の
氏
子
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
町
指
定
民

族
文
化
財
の「
獅
子
楽
」が
、
稚

児
の
舞
と
と
も
に
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ご
神
体
を
乗
せ
た

神み
こ
し輿
や
神
社
の
宮
司
を
筆
頭
に
、

総
勢
２
百
人
以
上
が
長
い
列
を
な

し
て
御
旅
所
ま
で「
お
下く

だ

り
」。
翌

日
は
同
様
に「
お
上の

ぼ

り
」が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

約
１
千
２
百
年
も
の
歴
史
あ
る

稲
荷
神
社
。
そ
の
祭
礼
は
本
来
の

姿
を
失
う
こ
と
な
く
、
大
切
に
伝

統
が
守
り
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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祭りの夜を華麗に彩った電飾の山笠。
舁き手と観客の熱気が最高潮に達した瞬間です。

金
田
神
崎

6回目のお披露目となった南陽会山笠。
表の外題は「長篠の戦い」で、愛好会メン
バーが手間暇かけて破風を作成しました。

表は「川中島の合戦」。他の山笠がライト
アップされる中、電球をあえて隠し、間
接照明として飾り付けてられています。

神崎四山笠にさらに高さと迫力が足され
「垣田山笠会」として参加。表の外題は
「賤ヶ岳の合戦」、見送りは「大阪夏の陣」。

表は真田幸村が徳川家康に挑む決戦を
模した「大阪城炎上」。勇壮な人形に加
え、有志による自作飾りが施されました。

等間隔に並ぶようにつけられた電飾と大
きな開き、細かな絵柄等にこだわった上
金田山笠。表の外題は「石垣原の合戦」。

表は「壇ノ浦の合戦」。中央には源義経の
八
はっそう

艘飛び、右側上部は平知盛が碇
いかり

を担
いで海に沈む様子が表現されています。

人形や飾りなど一年間かけて製作された
宝見山笠。「古き良き時代の山笠」をテー
マに、多く取り付けられたボンカンが特徴。

表は織田信長と足利義昭の戦いを表した
「上京焼き討ち二条城攻囲」。中央では鳳
凰が羽を広げ、竜や馬は白煙を吐きます。

表の外題は「一ノ谷の合戦」、見送りは
「忠臣蔵」。青年団が力を注ぎ、試行錯誤
を繰り返して仕上げた自慢の山笠です。
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南
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会

➡今年の山笠競演会
の様子を動画でもご
覧いただけます。

福智町公式Facebook

➡今年の山笠競演会
の様子を動画でもご
覧いただけます。

福智町公式Facebook

声
を
枯
ら
し
迫
力
の
競
演

　

ま
ば
ゆ
い
光
を
ま
と
っ
た
９
基
の

山
笠
が
金
田
駅
裏
イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ク

に
集
結
。
10
月
15
日
か
ら
２
日
間
に

わ
た
り「
第
15
回
金
田
・
神
崎
山
笠

競
演
会
」が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
各

山
笠
が
高
速
の
練
り
回
し
を
披
露
し

ま
し
た
。
舁
き
手
、
観
客
の
中
に
は
、

こ
の
日
に
合
わ
せ
て
遠
く
か
ら
帰
郷

し
た
人
も
い
た
ほ
ど
。
２
日
目
は
雨

天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
日
間
の
来

場
者
数
は
１
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

華
や
か
で
勇
壮
な
山
笠
に
目
が
い

き
が
ち
な
祭
り
で
す
が
、
そ
の
成
功

は
人
々
の
思
い
が
あ
っ
て
こ
そ
。
連

日
深
夜
ま
で
続
い
た
山
笠
の
組
み
立

て
、
余
念
の
な
い
囃
子
の
練
習
、
そ

れ
を
支
え
た
地
区
の
老
人
会
や
女
性

部
に
よ
る
炊
き
出
し
…
。
祭
り
を
と

お
し
て
多
く
の
人
が
心
を
一
つ
に
し
、

地
域
の
結
束
力
を
高
め
な
が
ら
伝
統

と
思
い
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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